




 

Ⅰ.尿路感染症の頻度,ならびに臨床症状などに関する統計的観察 

 1970 年～1973 年までの 4年間,外来受診者中より尿路感染症と診断された患

児は,0.69%であり,女児58%に対し男児42%,1才以下では男児が女児に比し頻度

が高いが,以後女児に多くなる傾向がみられた。臨床症状は,1 才以下では発熱

が多く,また嘔吐,下痢,飲思不良などの消化器症状が目立つが,幼児期では,発

熱のほか頻尿,排尿痛などの泌尿器症状を訴え,学童期では,集団検尿などにて

偶然の機会に発見される症例もみられた。起因菌として E.coli が多いが,その

ほか Klebsiella,streptococci,proteus などが多い。尿路奇形をみる目的で 28

例に I・V.P・を施行した。50%は正常であったが,水腎症が 4例に,VUR が 3 例に

認められた。再発は 36%にみられ,とくに女児に再発率が高く,年齢的には,乳児

期に高い再発率をしめした(表 1,表 2)。 


